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Abstract
|ヽ‐e have developed a ne耶′optic l pumping source of dye laser in order to realize rnilli second
pulse¶〆idth dye laser,pumped by a linear nashlamp
1.はじ め に
本研究では,世界最長パルス幅を記録した本
学のロングパルス色素レーザ装置の改良を行い
パルス幅をさらに長 くし,msecオーダーの発
振を達成することを目的として研究を行った。
2.ロングパルス色素レーザの歴史
Table lに,諸外国及び我が国におけるPン
グパルス色素レーザのデーター覧を示す。
1967年にSorokinが初めてフラッシュラン
プでの発振に成功したが, これは,パルス幅が
僅か 0.1l μsのショート′くルス レーザであっ
ソこ1)。
1969年に,Snavelyが二重項消光剤として溶
液に飽和させた酸素を用い,色素レーザの連続
動作を妨げる二重項下準位 Tlを減少させて,
100 μsのロングパルス発振に成功したか。
1970年にはPappalardoらが二重項消光剤
にCOTを用いることにより,出力160 mJを得
ている3)。
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さて,1969年項,盛んに研究されたロングパ
ルス色素レーザは,1970年にArレーザ励起に
よるCW発振が実現して以来。,あまり研究さ
れなくなった。
この後,僅かに,Burlamacchiらによるズラ
ブ型レーザでの出力14J達成と,コンフォーカ
ルキャビティを用いたHirthらによるきれい
な矩形発振が実現されたのみである5～O。 また,
最近ではThielらにより,アークランプを用い
たCW発振の報告がなされている。これは,
レーザ励起色素 レーザの励起源をArレーザか
ら点光源ランプに代えただけのものであり,技
術的には,あまり新しいものではないう。
さて,我々 十文字研究室と内山研究室では,ウ
ラン濃縮用レーザとして 1986年から,ロングパ
ルス色素レーザの研究を開始した。
Fig.1に本学 ロングパルス色素レーザの年代
変化を示す。1987年に美曽作らが,LC多段回
路とArランプを用い,実験を試みた。
発 キ辰′くル ス幅 は, L(,1段の と き7.4 μs,
LC 6段の ときは 23 μsである。最大出力は,
LC l段で225 mJ,LC 6段のときは200 mJが
得られた働。
1988年に高橋らが,同じくArランプを用い
て,LC 6段PFN回路で,レーザパルス幅 95
μs,最大 出力 830 mJ,最大 効 率0.19%を得
―- 15 -―
